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留
学
生
三
十
万
人
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
は
、
「
日
本
を
世
界
に
開
か
れ
た
国
と
し
、
人
の
流
れ
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
重
要
」
と
の

福
田
内
閣
総
理
大
臣
の
第
百
六
十
九
回
国
会
（
二
〇
〇
八
年
一
月
）
の
施
政
方
針
演
説
を
受
け
、
同
年
七
月
に
文
部
科
学
省
ほ

か
外
務
省
、
法
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
の
関
係
各
省
の
連
名
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
同
計
画
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
安
倍
政
権
下
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
再
興
戦
略
」
（
二
〇
一
三
年
六
月
）
に
も
、
そ

の
実
現
を
目
指
す
旨
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

一

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
五
月
時
点
で
十
六
万
四
千
人
弱
で
あ
っ
た
外
国
人
留
学
生

数
は
、
二
〇
一
七
年
同
月
時
点
で
約
二
十
六
万
七
千
人
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
近
年
急
激
に
増
加
し
て
い
る
理
由
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

二

文
部
科
学
省
は
、
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
、
「
二
〇
一
七
年
現
在
二
十
六
万
七
千
人
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
三

十
万
人
の
受
入
れ
達
成
に
近
づ
く
」
と
評
価
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
八
万
人
弱
は
日
本
語
教
育
機
関
へ

の
留
学
生
が
占
め
て
お
り
、
専
門
学
校
を
含
む
高
等
教
育
機
関
へ
の
留
学
生
数
は
十
九
万
人
弱
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
同
計
画
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
の
中
で
、
我
が
国
が
高
度
人
材
の
大
き
な
供
給
源
と
な
る
留
学
生
の
高
等
教
育

一



機
関
へ
の
積
極
的
な
受
入
れ
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
大
学
を
中
心
と
し
た
高
等
教
育
機
関
へ
の
留
学
生
数
の
増
加
を
も
っ

て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

優
秀
な
外
国
人
留
学
生
を
巡
り
世
界
的
な
人
材
獲
得
競
争
が
発
生
し
て
お
り
、
高
等
教
育
レ
ベ
ル
で
の
学
生
の
流
動
が
世

界
規
模
で
高
ま
る
中
、
我
が
国
の
大
学
が
優
秀
な
留
学
生
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
世
界
的
に
高
い
評
価
を
我
が
国
の
大
学

が
受
け
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
直
近
の
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
の
ト
ッ
プ
百
校
に
は
我
が
国
か
ら
は
二
校
し
か
入
ら
ず
、
か
つ
て
は
東
京
大
学
が
占
め
て
い
た
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

座
も
中
国
の
大
学
に
奪
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

我
が
国
の
大
学
を
中
心
と
し
た
高
等
教
育
機
関
へ
留
学
生
を
呼
び
込
む
た
め
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
生
支
援
事

業
な
ど
の
既
存
の
施
策
は
不
十
分
で
あ
り
、
も
っ
と
支
援
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

四

他
方
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
「
留
学
生
調
査
」
と
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私

学
版
）
」
の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
す
る
と
、
二
〇
一
七
年
五
月
現
在
で
留
学
生
（
正
規
生
）
の
多
い
私
立
大
学
上
位
二
十
大
学

の
う
ち
、
在
籍
者
数
全
体
に
占
め
る
留
学
生
割
合
が
七
割
を
超
え
る
大
学
が
二
校
あ
る
。
同
様
の
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
す

二



る
と
、
留
学
生
が
在
学
生
の
七
割
を
占
め
る
専
門
学
校
（
学
校
教
育
法
第
百
二
十
六
条
第
二
項
）
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
大
学
や
専
門
学
校
に
お
け
る
留
学
生
の
学
習
成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

五

留
学
生
の
受
入
れ
拡
大
に
伴
い
、
地
方
大
学
や
私
立
大
学
に
お
い
て
、
入
試
方
法
や
授
業
科
目
、
定
員
管
理
な
ど
の
取
組

に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
留
学
生
受
入
れ
の
た
め
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
優
良
事
例
や
失
敗
事
例
を
検
証
し
、

今
後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


